
製品名: α-SMA ウサギポリクローナル抗体
カタログ番号: APRab20336
研究使用のみ

概要

説明 ウサギポリクローナル抗体

宿主 うさぎ

応用 WB,IHC,ICC/IF,ELISA

反応性 ヒト、マウス、ラット

標識 非共役

修飾 未修正

アイソタイプ IgG

クローン性 ポリクローナル

形態 液体

濃度 1mg/ml

保存
アリコートし、-20℃で保存してください（12 ヶ月有効）。凍結/融解サイクルを避けてくださ

い。

輸送 氷袋

バッファー 50% グリセロール、0.5% 保護タンパク質、0.02% 新タイプ防腐剤 N を含む PBS 液。

精製 アフィニティー精製

応用

希釈倍率 WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

分子量 42kDa

抗原情報

遺伝子名 ACTA1/ACTA2/ACTC1

別名

ACTA1; ACTA; Actin, alpha skeletal muscle; Alpha-actin-1; ACTA2; ACTSA; ACTVS; GIG46; 

Actin, aortic smooth muscle; Alpha-actin-2; Cell growth-inhibiting gene 46 protein; ACTC1; 

ACTC; Actin, alpha cardiac muscle 1; Alpha-cardiac actinACTA1; ACTA; Actin, alpha skeletal 

muscle; Alpha-actin-1; ACTA2; ACTSA; ACTVS; GIG46; Actin, aortic smooth muscle; Alpha-

actin-2; Cell growth-inhibiting gene 46 protein; ACTC1; ACTC; Actin, alpha cardiac muscle 1; 

Alpha-cardiac actin

遺伝子 ID 59.0

SwissProt ID P68133
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免疫原 ヒト α-SMA の C 末端領域から得られた合成ペプチド。

背景
この遺伝子によってコードされる産物は、細胞の運動性、構造、および完全性に関与する高度に保存されたタンパク質であるアクチ

ンファミリーに属します。α、β、γ アクチンのアイソフォームが同定されており、α アクチンは収縮装置の主要構成要素であり、β お

よび γ アクチンは細胞運動の調節に関与しています。このアクチンは骨格筋に見られる α アクチンです。この遺伝子の変異は、ネマ

リンミオパチー 3 型、先天性ミオフィラメント過剰ミオパチー、先天性コアミオパチー、および線維型不均衡ミオパチーを引き起こ

し、これらは筋線維の欠陥につながる疾患です。 [RefSeq 提供、2008 年 7 月],疾患：ACTA1 遺伝子の欠陥は、先天性線維型不均衡ミ

オパチー（CFTD）[MIM:255310]の原因であり、先天性線維型不均衡ミオパチー（CFTDM）としても知られています。CFTD は遺伝

的に不均一な疾患であり、骨格筋生検においてタイプ 1 筋線維がタイプ 2 筋線維と比較して相対的に低成長を示します。しかし、こ

れらの所見は特異的ではなく、多くの異なるミオパシーおよびニューロパシーの状態で見つかる可能性があります。 ,疾患：ACTA1 の

欠陥は、ネマリンミオパチー 3 型（NEM3）[MIM:161800]の原因です。ネマリンミオパチー（NEM）は、組織学的検査で筋線維に

異常な糸状または棒状の構造が現れる先天性ミオパチーの一種です。臨床表現型は非常に多様で、発症年齢や重症度が異なります。 ,

機能：アクチンは、さまざまな種類の細胞運動に関与する高度に保存されたタンパク質であり、すべての真核細胞で普遍的に発現し

ています。,その他：脊椎動物では、アクチンアイソフォームの 3 つの主要なグループ、アルファ、ベータ、ガンマが特定されていま

す。アルファアクチンは筋肉組織に見られ、収縮装置の主要構成要素です。 β アクチンと γ アクチンは、細胞骨格の構成要素とし

て、また細胞内運動のメディエーターとして、ほとんどの細胞種に共存しています。,類似性：アクチンファミリーに属します。,サブ

ユニット：球状アクチン（G アクチン）が重合することで、2本鎖らせん構造を持つ構造フィラメント（F アクチン）が形成されま

す。各アクチンは 4本のアクチンと結合できます。TTID と相互作用します。,

研究分野
シグナル伝達

画像データ
α-SMA ポリクローナル抗体を用いた MFC 細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は
1:20000 に希釈された。
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パラフィン包埋ラット筋肉の免疫組織化学分析、抗体は 1:100 に希釈された

パラフィン包埋ラット筋肉の免疫組織化学分析、抗体は 1:100 に希釈された

パラフィン包埋マウス筋肉の免疫組織化学分析、抗体は 1:100 に希釈された

パラフィン包埋マウス筋肉の免疫組織化学分析、抗体は 1:100 に希釈された

Web: https://japan.enkilife.com       E-mail: order@enkilife.com     techsupport@enkilife.com


	
	製品名: α-SMAウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab20336
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされる産物は、細胞の運動性、構造、および完全性に関与する高度に保存されたタンパク質であるアクチンファミリーに属します。α、β、γアクチンのアイソフォームが同定されており、αアクチンは収縮装置の主要構成要素であり、βおよびγアクチンは細胞運動の調節に関与しています。このアクチンは骨格筋に見られるαアクチンです。この遺伝子の変異は、ネマリンミオパチー3型、先天性ミオフィラメント過剰ミオパチー、先天性コアミオパチー、および線維型不均衡ミオパチーを引き起こし、これらは筋線維の欠陥につながる疾患です。 [RefSeq提供、2008年7月],疾患：ACTA1遺伝子の欠陥は、先天性線維型不均衡ミオパチー（CFTD）[MIM:255310]の原因であり、先天性線維型不均衡ミオパチー（CFTDM）としても知られています。CFTDは遺伝的に不均一な疾患であり、骨格筋生検においてタイプ1筋線維がタイプ2筋線維と比較して相対的に低成長を示します。しかし、これらの所見は特異的ではなく、多くの異なるミオパシーおよびニューロパシーの状態で見つかる可能性があります。,疾患：ACTA1の欠陥は、ネマリンミオパチー3型（NEM3）[MIM:161800]の原因です。ネマリンミオパチー（NEM）は、組織学的検査で筋線維に異常な糸状または棒状の構造が現れる先天性ミオパチーの一種です。臨床表現型は非常に多様で、発症年齢や重症度が異なります。,機能：アクチンは、さまざまな種類の細胞運動に関与する高度に保存されたタンパク質であり、すべての真核細胞で普遍的に発現しています。,その他：脊椎動物では、アクチンアイソフォームの3つの主要なグループ、アルファ、ベータ、ガンマが特定されています。アルファアクチンは筋肉組織に見られ、収縮装置の主要構成要素です。 βアクチンとγアクチンは、細胞骨格の構成要素として、また細胞内運動のメディエーターとして、ほとんどの細胞種に共存しています。,類似性：アクチンファミリーに属します。,サブユニット：球状アクチン（Gアクチン）が重合することで、2本鎖らせん構造を持つ構造フィラメント（Fアクチン）が形成されます。各アクチンは4本のアクチンと結合できます。TTIDと相互作用します。,
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	α-SMAポリクローナル抗体を用いたMFC細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ラット筋肉の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット筋肉の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス筋肉の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス筋肉の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

